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改革改善
の考え方

①問題
点

障害児者が安心して、地域で暮らしていくために、障害福祉に関する総合的な相談件数に対する体制が必要であり、
国は、次期障害福祉計画の最終年度にあたる平成２９年度末までに「地域生活支援拠点」（障害者の高齢化・重度化
や「親なき後」を見据え、課題解決を進める機能）の整備を求めている。

②改革
提案

基幹相談支援センターの役割を果たす飯伊圏域障がい者総合支援センターや関係団体等と調整検討し、地域生活
支援拠点の整備を進めていく必要がある。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

障害者のあらゆる相談に対応し、地域で安心して生活するための支援ができた。

総事業費①+② 14,484 14,024 14,203 14,389

50 50

臨時職員所要時間

一般財源 12,472 11,756 12,402 11,847

人件費計（千円）② 179 179

正規職員所要時間

起債

その他

1,222 1,512 1,081 1,695

県支出金 611 756 541 847

事業費計（千円）① 14,305 14,024 14,024 14,389 （国）地域生活支援事業補助金（１／２）1,081千
円
（県）地域生活支援事業補助金（１／４）541千
円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　障害児者等相談支援事業
　　　障害児者及びその家族の相談、生活の支援
２　センター機関誌発行事業
　　　障害者に対する理解を広めるとともに、センターの活動をＰＲする機
関誌等を発行
３　障害者福祉情報発信事業
　　　障害福祉制度や障害福祉に関する情報を発信

１　相談延べ件数
２　機関誌発行部数
３　情報等発信件数

１　　6,680件
２　　3,400部
３　　　　42件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

　飯伊圏域障がい者総合支援センターの活動を支援する。
　【主な事業】
　・障害児者とその家族のための相談支援事業　　・障害児者の居宅生活を支援する事業
　・障害児者の社会参加を支援する事業　　　　　　・障害者就労を支援する事業
　・障害者の理解を深めるための事業
　・センターの活動をPRする事業

成果
指標

センターを利用した飯伊圏域ののべ件数／飯伊圏域の
住民概算数　（％）

7.1 4.1 5.6 5.8

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

飯伊圏域の住民概算数（人） 164178向上させたい上位施
策の成果指標

安心して地域で日常生活が送れている割合

飯伊圏域の在宅障害者等概算数
（人）

10996

意図（どういう状態
にするか）

障害があっても、住み慣れた場所で、ひとり一人の障害
児者が自分らしく安心して暮らし続けれるように、センター
を利用してもらう

目
的

対象（誰・何を）
１　飯伊圏域で暮らす在宅の障害者
２　飯伊圏域の住民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 34 障害者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 福祉課 H27係等名 障害福祉係 H26係等名 障害福祉係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 19 終了
事務事業名 飯伊圏域障がい者総合支援センター活動支援事業

会計 一般会計
10 35

事業種別 政策

3 施策№ 34 事業№


